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（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要
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（２）コスト・特定財源の状況（２）コスト・特定財源の状況（２）コスト・特定財源の状況（２）コスト・特定財源の状況

① 事業費の詳細（27年度の決算） 単位：千円

1.

② 特定財源の内訳（27年度の決算） 単位：千円
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（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果 （５）成果指標の動向（５）成果指標の動向（５）成果指標の動向（５）成果指標の動向

①成果優先度評価結果 ②コスト削減優先度評価結果

（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価

�  完了 �  順調 �  概ね順調 �  停滞 �  実施困難

成果指標ア �  向上 �  横ばい �  低下

成果指標イ �  向上 �  横ばい �  低下

�  拡大 �  現状維持 �  見直し

�  縮小 �  廃止・休止 �  その他 ( )

従事職員数 常時 1

説明看板設置数の減のため

27年度実績（27年度に行った主な活動）
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① 主な活動 ③ 活動指標名

イ

【コメント】

（低下の場合、その理

由）

0.0

大きい

25年度 26年度 27年度

件 7

（実績）

➚

成

果

優

先

度

評

価

結

果

①

最大 0

都道府県支出金 千円
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② 対象・意図（対象がどのような状態になるのか）
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看板設置率(設置済/必要箇所総数) 60.7
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26年度② 成果の状況
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（停滞・実施困難の場

合、その理由）
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28計画
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ア
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24年度

イ

④ 成果指標名

（実績）

事業費計  （A） 千円 147

73.8 85.7
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一般財源 千円 147 176
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24年度
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1.国庫支出金 0
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4.その他 0 その他 千円

0

3.地方債    0 地方債    千円

2.都道府県支出金 0

基本施策

①

根拠法令

戦略事業
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コ

ー

ド

事務事業名

項 目款39600

0

事

業

費

費

目
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訳

看板設置工事費 千円

0 千円

国庫支出金 千円

1.看板設置工事費 162

千円

（決算） （決算） （決算）

④事務事業に関する課題・環境の変化 ⑤事務事業に対する住民からの意見等

28年度

（決算）

162

（予算）

単位

24年度 25年度

③事務事業開始の経緯・事務事業の現状

3

2229 2

② 事務事業の内容　※何をどのようにする事務事業なのか、市民が理解できるよう記述する、行政用語は使わない

・文化財周知のための看板を設置する。

昭和25年制定の文化財保護法に準拠

埋蔵文化財:事業者からの要望増により、平成24年度から文化庁

通達事項(平成10年度)、近隣市の実施状況を考慮し、庁内協議

により確認調査は公費で実施。整理作業場所の確保が困難。補

助事業:不況により所有者・管理者の維持負担が困難。保存措置

の必要性があるものが目立つ。

所有者、管理者から補助事業、埋蔵文化財調査とも

公費を求める要望が多い。

平成

① 事務事業の期間

147 176 165

0

主要事業

千円

文化財保護事務費

施策の展開 8

施策の展開

観光の振興

（文化財看板の整備）

年度後半

（今年度新たに取り組

む事項について記載）

内容

庚申等　青面金剛

地蔵菩薩僧ヶ塚地蔵

縣仏、弁財天、慕香和歌集

木曽義昌公水葬跡石塔

今

後

の

方

向

性

平成30年度

指定文化財の所在についての問合せがときおりあることから、幹線道

路からの誘導表示を、設置候補の土地所有者の理解を考慮しながら

場所、数等を平成29年度に検討し、翌年度以降に設置を進める。

・説明看板設置

看板設置件数

文化財説明件数

地域住民・市民・近隣市町・県民・研究者

文化財を保護する意識が高まる

成果向上余地

文化財看板の整備

10

生涯学習課 担当班 文化振興班

事

業

種

別

一般

所管課

4 1

文化財保護法

40

会計

事務事業評価シート 

26年度 27年度

117文化財説明看板

中断

主な事業

国土強靱化地域計画

新市建設計画

定住自立圏構想

平成 27 年度事後評価・決算

施策

体系

予算

科目

観光施設の整備
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